
裁判所
COURTS IN JAPAN

昭和二十七年九月一日最高裁判所規則第二十一号

第一条 裁判長又は一人の裁判官（以下「裁判長」という。）は、法廷における秩序を維持するため
必要があると認めるときは、傍聴につき次に掲げる処置をとることができる。

示に従わなければならない。
第三条 傍聴人は、法廷において、次に掲げる事項を守らなければならない。

この規則は、公布の日から、これを施行する

裁判所について

▶裁判所の仕事

▶各種委員会 扱いについて

採用情報

▶ パンフレ

▶本文へAA 文字サイスの調室について 1お問！

裁判手続案内 最高裁判所・各地の裁判所裁判例情報 統計資料 採用情報

裁判所傍聴規則（原文は縦書き） 甲第2｜ 号証

トップ＞統計・資料＞規則集＞その他（50音順）＞ 裁判所傍聴規則（原文は縦書き）

裁判所傍聴規則を次のように定める。
裁判所傍聴規則

-傍聴席に相応する数の傍聴券を発行し、その所持者に限り傍聴を許すこと。
二 裁判所職員に傍聴人の被服又は所持品を検査させ、危険物その他法廷において所持するのを

相当でないと思料する物の持込みを禁じさせること。
＝ 前号の処置に従わない者、児童、相当な衣服を着用しない者及び法廷において裁判所又は裁
判官の職務の執行を妨げ又は不当の行状をすることを疑うに足りる顕著な事情が認められる者の

入廷を禁ずること。
第二条 傍聴人は、入廷又は退廷に際し、裁判長の命令及び裁判長の命を受けた裁判所職員の指

-静粛を旨とし、けん騒にわたる行為をしないこと。
二 不体裁な行状をしないこと。

三 みだりに自席を離れないこと。
四 裁判長の命ずること及び裁判長の命を受けた裁判所職員の指示することに従うこと。

附則

▶裁判所の組織

▶裁判所の予算・決算・財務書類

> 裁判手統案内 >

▶裁判所が扱う事件
▶裁判の登場人物
▶民事・家事分野の裁判手続における文字の取

▶説明会・

▶受験案内
▶裁判所の


